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で引き起こす事象の (Vμ十訂μ)/(Ve + Ve) 比を測定し，これが理論から予測される北の 6 割程度しかないことを示し
た。この実験結果からこの事象を引き起こすような大気ニュートリノのエネルギー(約 1 GeV) では (Vμ +Vμ) が期待















更に，カミオカンデ II の時期(約1100 日)に観測された事象を合わせて，ブラックスに直すと， 1. 98:tO.10 (統計):::t
-95-










に 188個の事象が観測され，カミオカンデ 11 の時期 (1100 日)のデータと合わせて，平均強度1.98:t 0.10 (統計):t0 .03 (系
統) X 10-13/cm2/sec/sr を得た。同じ条件で予測される理論強度は， 2.20土佐沼 x 1O- 13/cm2/sec/sr であり，絶対値は誤差
の範囲内で一致したが，天頂角分布が予想、値とは異なり，ニュートリノ振動効果を取り入れて始めて一致する結果が
得られた。この場合， 2 種のニュートリノ (Ve - Vp. もしくはり-V，) の質量差の自乗は 10-4"，10-2 X (e V)2 の範囲にあ
る。
本論文は，高エネルギー大気ニュートリノ強度の世界最初の測定データを提供した。また，低エネルギー，大気ニ
ュートリノ強度異常から示唆されたニュートリノ振動効果を，高エネルギーに於いても支持するデータを与えて，ニ
ュートリノの質量に対する知見を与え，素粒子統一理論の進歩に貢献したということで博士(理学)の学位論文とし
て十分価値あるものと認める。
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